
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

石狩市八幡町高岡１６-２  高 陵 山 光 明 寺 

℡０１３３-６６-３４７６          裏面もご覧下さい 

「私、不信心なもので…」 
御門徒宅へお参りに行きお寺での法要・法座へお誘いすると 

上の言葉が返ってくることがよ～くあります。 
ただ、その言葉を聞くたびに違和感を覚えます。 
「不信心だからお寺へ行かない」というのはまるで 
「体が悪いところだらけなので病院へは行かない」と 

言っているのと同じなのでは？ 
文法上の理屈が通っていません。 

私たちは、体の調子が悪いから…足腰が痛いから、 
自分ではどうにもならないから病院を頼ります。 

同様に、亡き父母や兄弟姉妹、亡き友人の命は一体どこへ？ 
一番大事な自分の命の行く先は？ 

それがわからないからこそお寺へ足を運び、 
わが命の行く先を聞くのです。 

お参りに誘われたとき、皆さんの正しい答えは、 
「私は不信心だからこそお寺へ参ります!」の一言です。 

本
年
は
日
程
を
変
更
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 



   

 

 

  

 

昨年の報恩講のフィルム 
 

 

 

 

10 月 20 日（日） 

午前１ 1 時 日中法要・門信徒物故者追悼法要 

正午 昼のお斎 

午後 1 時３０分 大逮夜法要 

引き続き 納骨堂・合葬廟総追悼法要 

引き続き 法話２席 

午後４時３０分 夕のお斎 

午後５時２０分 御伝鈔拝読～親鸞聖人の御生涯～ 

午後６時 初夜法要 

引き続き 法話１席 

午後７時３０分 余興（内容は別紙をご参照ください） 
  

 

10 月 21 日（月） 

午前 7 時 晨朝法要 

引き続き 法話１席 

引き続き 朝のお斎 

午前１ ０時 満日中法要 

引き続き 法話１席  
正午頃 全日程終了。 皆様お疲れさまでした。また来年もお参り下さい。 

 

本年の報恩講当番地区 
高岡１号線沿い 平野信雄様宅～竹永信義様宅 及び札幌市全域 

当番地区の皆様が頼りです。 
前日の準備に始まり３日間宜しくお願いします。 


